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長澤法幸

Renée Vivien(1877‐1909)
パリの女流詩人。生まれはロンドンで、本名はポーリーヌ・ターン。
象徴主義の秘教的・幻想的文体で花々や宝石の美しさ、愛や欲望といっ
た情念の激しさを題材に詩いあげた。生涯にわたって女性だけを愛した
同性愛者で、同じく同性愛者のシンボルとして語られる古代ギリシアの
女流詩人サッフォーに特別な愛着を持ち、仏訳詩集を発表したほか、そ
の韻律を自らの作品に取り入れもして「1900年のサッフォー」たること
を強く意識していた。晩年はアルコール依存と拒食により衰弱し、32年
という短すぎる生涯を終えた

詩人の愛した主題

Ⅱ. 死 La Mort
彼女の作品は死の中に至上の美を見出したこと
が特徴的である。「蒼白い」という形容詞や、
アスポデロスなどのアレゴリーの多用によって
独自の詩的世界を表現した。彼女の詩を知る者
にとっては、早世をもその詩的表現の一部で
あったと思わずにはいられないⅢ.  愛、欲望 L‘Amour et Le Désir

彼女は貞潔を重んじたが、欲望の発露は必ず
しもそれに抵触しない。彼女にとって重要な
のは、激しい情念を一途に傾けることである

君の眼が蒼ざめる灼熱の夜半
宝物を前にした無頼漢のように私は猛る
野卑で激しい略奪者の魂は
後朝を勝ち獲った喜びをうたう

『習作と前奏曲』, 1901,「勝利」

クールベ≪眠り≫

夜が彼岸花匂う君の髪を闇に染め
影が涙を落とす私の蒼く長い扉を
蝙蝠たちが羽で叩いた
不安に拍動する心臓を黙らせたのは

海と死が今宵私を呼び戻したから
『喚起』, 1903,「はじまり」

シュヴァーベ≪墓掘り人の死≫

Ⅰ. 古代ギリシア・
サッフォー Sapho(Psappha)

高踏派の詩人も好んだギリシア神話に題材を借りた作品が多い。
ただ、彼女の作品においては女傑部族アマゾーンや、ペンテウス
王を惨殺したバッカイ(デュオニュソス神を信仰した女性たち)が
頻出し、描かれるサッフォー像も、極めて美しいが男の影をも寄
せつけない純正の同性愛者であるなど戦闘的な側面を垣間見せる

モロー≪サッフォー≫

プサップァの影は、菫の花を織りつつ
仄蒼い火照りをかんばせに湛えて
辛苦に倦みはてた
物言わぬ唇で嫣然と佇めり

『喚起』, 1903, 無題

コラム
アスポデロスの花
ギリシア神話における死者の国
に咲く花として知られ、ホメロ
ス『オデュッセイア』の冥府下
りの場面に登場する。ヴィヴィ
アンの作品においては死を匂わ
す小道具として頻出する。上掲
の詩においてはそのような事情
を勘案し「彼岸花」と訳した


